
原市場聖書教会

週　　報
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NO.865

20, しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イ

エス・キリストが救い主として来られるのを、私たちは待

ち望んでいます。

21, キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる

御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に

輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

            　　　　　　　　ピリピ３章２０～２１節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０２１年　１０月 ３１日

礼拝奉仕者

説教 ：若村和仁師　　司会 ：本多崇兄　　奏楽 ：本多こずえ姉　献金 ：本多節子姉
受付 ：本多祐子姉

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 節 子 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主はぶどうの木」

聖歌４１０番「 こころのかどを」

　創世記２５章１９節～３４節

「 イサクの歴史」

聖歌５０３番「 主のみてに頼る日は」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記２５章１９節～３４節
19, これはアブラハムの子イサクの歴史である。 アブラハムはイサクを生んだ。
20, イサクが、 パダン ・ アラムのアラム人ベトエルの娘で、 アラム人ラバンの妹
であるリベカを妻に迎えたときは、 四十歳であった。
21, イサクは、 自分の妻のために主に祈った。 彼女が不妊の女だったからであ
る。 主は彼の祈りを聞き入れ、 妻リベカは身ごもった。
22, 子どもたちが彼女の腹の中でぶつかり合うようになったので、 彼女は 「こ
んなことでは、 いったいどうなるのでしょう、 私は」 と言った。 そして、 主の
みこころを求めに出て行った。
23, すると主は彼女に言われた。 「二つの国があなたの胎内にあり、 二つの国
民があなたから分かれ出る。 一つの国民は、 もう一つの国民より強く、 兄が
弟に仕える。」
24, 月日が満ちて出産の時になった。 すると見よ、 双子が胎内にいた。
25, 最初に出て来た子は、 赤くて、 全身毛衣のようであった。 それで、 彼らは
その子をエサウと名づけた。
26, その後で弟が出て来たが、 その手はエサウのかかとをつかんでいた。 それ
で、 その子はヤコブと名づけられた。 イサクは、 彼らを生んだとき、 六十歳で
あった。
27, この子どもたちは成長した。 エサウは巧みな狩人、 野の人であったが、
ヤコブは穏やかな人で、 天幕に住んでいた。
28, イサクはエサウを愛していた。 猟の獲物を好んでいたからである。 しかし、
リベカはヤコブを愛していた。
29, さて、 ヤコブが煮物を煮ていると、 エサウが野から帰って来た。 彼は疲れ
きっていた。
30, エサウはヤコブに言った。 「どうか、 その赤いのを、 そこの赤い物を食べさ
せてくれ。 疲れきっているのだ。」 それで、 彼の名はエドムと呼ばれた。
31, するとヤコブは、 「今すぐ私に、 あなたの長子の権利を売ってください」 と
言った。
32, エサウは、 「見てくれ。 私は死にそうだ。 長子の権利など、 私にとって何
になろう」 と言った。
33, ヤコブが 「今すぐ、 私に誓ってください」 と言ったので、 エサウはヤコブに
誓った。 こうして彼は、 自分の長子の権利をヤコブに売った。
34, ヤコブがエサウにパンとレンズ豆の煮物を与えたので、 エサウは食べたり
飲んだりして、 立ち去った。 こうしてエサウは長子の権利を侮った。

「イサクの歴史」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2021 年 10 月 28 日御言葉

マタイの福音書　9章 16 ～ 17 節

16 だれも、真新しい布切れで古い衣に継ぎを当てたりはしません。そんな継ぎ切れ

は衣を引き裂き、破れがもっとひどくなるからです。

17 また、人は新しいぶどう酒を古い皮袋に入れたりはしません。そんなことをすれ

ば皮袋は裂け、ぶどう酒が流れ出て、皮袋もだめになります。新しいぶどう酒は新

しい皮袋に入れます。そうすれば両方とも保てます。」

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●イエス様は、この当時の律法に凝り固まったユダヤ人たちに対して語りました。

立派に御言葉を聞いても、自分の罪を認めず、古い自分自身の悪い習慣を捨てるこ

とができずにいる人々がいました。また、その人々は、自分自身のことは棚に上げ、

自分自身は悔い改めることなく、人を裁いていたのです。そのような人に対して、

このようなたとえ話をされました。

　16 節のたとえ話は、古くなり破れてしまった布地に、新しい布地で継ぎ当てをし

た場合、古く劣化し生地の弾力を失った布地は、破けてしまうという話です。

　17節のたとえ話は、ぶどう酒を入れる皮袋の話です。新しい天然発酵のぶどう酒は、

ガスがどんどん発生します。その新鮮なぶどう酒を古い皮袋に入れるならば、ぶど

う酒は台無しになるという話です。なぜ古い革袋だと破けてしまうか皆さんおわか

りでしょうか？

古い皮袋は、皮が固くなっており、皮に弾力がない為、新鮮なぶどう酒から発生す

るガスの圧力に耐えられず、破損してしまうのです。　しかし、革袋も新しくして

おけば、新しい革袋は、弾力があります。ですから、新しいぶどう酒を入れても、

破裂することはないのです。

そのたとえから、イエス様が語りたかった内容とは何なのか？

それは、人々が罪を示されても悔い改めず、かたくなな心を持ったままで、イエス

様を通して語られる生きた神の言葉を聞く時というのは、古い皮袋同様、心には弾

力がなく裂けてしまうということです。ではどうすれば生きた神の言葉を聞いても

張り裂けずに済むのでしょうか？それは、自分の罪で固まってしまった心を素直に

認め悔い改め新しい柔らかい心で御言葉を心に蓄えることが大切なのです。自分の

考えで凝り固まった古い罪深い心は捨てて、新しい心で、幼子のように素直に御言

葉を聞き実践することがとても大切なのです。悔い改めの無い心のままで、御言葉

を聞き続けるならば、救いが与えられるどころか、最後には張り裂けてしまいます。

そうならない為に、古い自分の殻は捨てて新しい心をもって御言葉を実践する者で

ありたいです。

では、今日も心柔らかく神様の恵みをたっぷり素直に味わえる一日となるようお祈

りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 10月27日（水)

 10月24日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　3 人　　　　　　　　　　　　　3人

礼　　　　　拝    3+0 人    4+3 人  10+3 人　23（17+6）人

　　　　　　　（※上記 「礼拝堂 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会               どなたも来られませんでした。

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（11月７日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： 創世記２６章１節～１１節　

説　　教 ： 「わたしはあなたとともにいる」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 今月の賛美 「ワンボイス」

　　　　　　　　聖歌２９２、 聖歌４５８、 福音賛美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 勝山幸子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺恵姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
11 月 7 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　祝日のためお休み　11 月 3 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。
2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。
3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。
4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。
　　お時間のある方ご自由にお交わり下さい。

・ １１月１日～５日 （月～金） あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

こひつじタイム（子育ての学び会）            10:00 ～ 13:00　　11 月 2 日 ( 火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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